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東海北陸ブロック社会福祉士会
能登半島地震支援活動登録者数

愛知県5人 岐阜県4人

三重県4人

静岡県7人

石川県62人

富山県8人
福井県18人

令和６年４月８日現在
合計１０８人



金沢市１．５次避難所等（額谷ふれあい体育館等）

金沢市所管の1.5次避難所等の避難者の相談支援。
主に「高齢者の介護ニーズ」を把握し、必要な介護保険サービスや関係機関につなげることが目的
また、高齢者以外の相談や総合的な福祉相談窓口としても対応

１．対象者（２月中の概算２７０名）

（１）額谷ふれあい体育館・老人福祉センター（鶴寿園、万寿苑、千寿閣、松寿荘）、キゴ山ふれあい研
修センターの避難者

※輪島市の住民が地区単位で額谷ふれあい体育館に集団避難。避難者同士は顔馴染みの関係である場合が
多い。その内、比較的自立度の高い高齢者等が老人福祉センターへ、子どもがいる家庭はキゴ山へ移動。

（２）その他、ホテルや親族宅、アパート等の避難者

金沢市福祉健康局介護保険課からの依頼（委託業務）

令和6年4月３日現在１４９名

社会福祉士のべ１２５人 実４６人 派遣
（石川県３８人 福井県６人 富山県２人）



あつまらんけ～のと！（金沢福祉用具情報プラザ）

1/3(水)～支援物資提供依頼をＳＮＳ発信

1/13(土)～1/14(日)支援物資緊急配布会

石川県社会福祉士会の取組みを金沢市社会福祉協議会が運営する金沢福祉用具情報プラザへ移管
〔支援物資受入れ・配布・相談対応⇒相談員派遣）

■内容

・被災者へ支援物資提供

・支援活動を行う方への
支援物資提供

・介護や子育てなど相談
窓口の紹介

・被災者支援に関する各
種情報提供

■場所

①金沢市松ヶ枝福祉館

②地域包括支援センターとびうめ



あつまらんけ～のと！令和５年度実績
期間 １月２７日～３月３１日

■支援物資配布（５６日開催）１日平均８６世帯

のべ４,８１２世帯

初めての方の参加率 最大 3月 3日(日) ３７/１０２名 ３６％

最小 3月29日(金) ０/１０８名 ０％

■カフェ（４７日開催）

のべ１，４４５世帯 ２，８３２人 １日平均６０人

ボランティア協力者

のべ８４８人（社会福祉士会のべ７４．５人、実２３人）



金沢市内の「みなし仮設」入居世帯数

おおよその見込みで、６月までに少しずつ伸び幅が減っていくとしたら、
２月末７５５世帯→３月末１,６３７世帯（前月比＋８８２）→４月末２，２３７世帯（＋６００）
５月末２，７３７世帯（＋５００）→６月末３，１３７世帯（＋４００）

※根拠のある数字ではない前提
→Ｈ３０倉敷市の例
人口：約４７万人
みなし仮設の戸数ピーク Ｈ３０年１１月末（発災から５カ月）で市内約２，４００戸

ホテルや宿にとどまっている２次避難者が多いことなどから、
ピーク時期は６～７月（発災から６～７ヶ月）、ピーク戸数は約３，０００戸

※石川県厚生政策課担当者の予想値

２次避難から「みなし仮設」へ移ってくる被災者とライフラインが復旧して
能登へ戻っていく被災者の動きを考慮すると、６～７月頃がピークか？



石川県地域支え合いセンター金沢
（被災者見守り・相談等支援事業）

金沢市社会福祉協議会
３月８日（金）訪問スタート

２月末までに「みなし仮設」へ入居した７５５
世帯へ訪問

面談 ３７９件＋不在 ３２１件

その他 ８０件（合計７８０件）

生活支援相談員

金沢市社協１２名 社会福祉士会３０名

福井市社協１２名 （合計５４名）

のべ２４日 １１４人 １日平均２．４ペア

１日平均１３．７件（うち面談６．６件）訪問

石川県健康福祉部厚生政策課からの依頼（委託業務）

石川県社会福祉士会
①県内広域で支援体制を構築（実際は、みなし仮
設住宅の約６割を占める金沢市へ派遣）※内灘町
は２日間のべ４名派遣

②生活支援相談員活動者の確保

（愛知県２名 三重県３名 静岡県２名 石川県
１８名 富山県１名 福井県４名）

③訪問用車両（軽自動車５台リース）配置

④生活支援相談員の宿泊拠点確保・整備（中期的
には被災者の居場所づくりを想定）

⑤生活支援相談員のコーディネート（募集・日程
調整・決定通知・派遣先社協との連絡窓口）

⑥生活支援相談員緊急時の対応（公共交通の遅延、
感染症など突発的な対応など）



生活支援相談員の所感（抜粋）
１．被災者のニーズ

（１）就労していない世代（７０歳代以降）が「日中やることがない」というニーズを抱えて

いる印象があり、集いの場の周知や開設が必要

（２）知り合い（友達・近所の方等）とバラバラになり心のよりどころをどうしていくか悩ん

でいる様子が伺えた

（３）子育て世帯の方は転入する子どもが学校になじめるかどうか期待と不安を抱えており継

続的な関りが必要

（４）環境が変わったことで、日頃の日課や楽しみ、運動の機会を失っている

２．被災者と接して感じたこと

（１）申請や制度に関する案内を渡すと皆さん喜ばれた

（２）誰でも良いので話をきいてほしかった、今日来てもらい話ができて良かったと喜ばれた

（３）金沢市内に子どもや親族が住んでいても、いずれは地元に戻りたいと話す方が多いよう

に感じた

（４）あつまらんけ～のとに参加しているという方が多かった。良い交流の場になっている

（５）物資支援よりも金銭的支援をしてほしいという人もおり、ニーズにばらつきを感じた



被災者の相談内容（抜粋）
１．高齢夫婦世帯

・みなし仮設に入居したが家賃やその他費用でお金が出ていくばかりで困る。補助金等を申請

してあるがまだお金が入っていない。このままだと生活が苦しくなる。

・水が使えないため、下水道工事を行政には一番に優先してほしい。現在は週に３～４回自宅

の片付けに行っていて、将来は地盤が固まったら小さな家を建てて、夫婦二人で暮らそうと

思っている。

２．高齢単身世帯

・奥能登から避難してきたが周りに知り合いもおらず寂しい。近所の人もどこに避難している

のかわからないので孤独を感じている。今は話し相手が一番欲しい。

３．単身世帯５０歳代

・家が火事で全焼し、地元に戻る見通しは立っていない。習字教室をしていたこともあり、金

沢市の公民館で月1回習字教室を開催することとなったため、金沢を拠点に暮らし、仕事をし

ていきたいと思っている。



被災者の相談内容（抜粋）
４．４世代家族

・仕事ができず収入が半分になり、今後の経済面での見通しが見えないので不安が大きい。ま

た、今までは田舎の大きな家に住んでいたので、今の家は、８人で暮らすには狭くプライバ

シーがないので、ストレスを感じる。

５．中高年夫婦と息子

・息子の基本給のみで一家３人避難生活を送ることになり、生活が苦しい。定年退職したけど、

アルバイト等を探そうと思っている。

６．中高年夫婦

・夫婦２人、見知った人のいない場所へ移り住むことになったが、ウォーキング中に偶然地元

の人と会い、うれしかった。

７．子育て世帯＋乳幼児

・家族３人でみなし仮設を申請したが、被災地での仕事が再開したため、夫のみ被災した家で

平日生活している。子どもが幼く、妻と子はしばらく金沢で生活する見込み。



被災者の相談内容（抜粋）
８．子育て世帯＋中３、中１、小５

・準半壊で罹災証明は出たが、とてもじゃないが住める状態にない。みなし仮設も家賃上限の

都合上、家族５人で３ＬＤＫを使うことになり、狭くて仕方がない。このままでは自力再建も

難しく、現在、住家被害の再調査をお願いしている。

９．ひとり親世帯＋中３、中１、小３

・子どもの制服はリサイクルで安く譲ってもらうことができ助かった。手続き等が煩雑ではあ

るが、近所に住んでいる姉など頼れる家族と情報交換をしながら、なんとかできているように

思う。

１０．子育て世帯＋小学生２人

・ようやくみなし仮設での生活が始まり、少しは落ち着けるかと思ったが、子どもが通う学校

が小規模から大規模に変わったことや、生活環境の変化から、長女が不登校になってしまった。

長男も被災からみなし仮設入居まで学校に通えていなかった期間の学習の遅れから、勉強につ

いていくのに苦労しているようにみえる。教育現場で被災した子どもへのメンタルケアを取り

組んでほしい。



今後の課題
１．額谷ふれあい体育館等

・５月末閉鎖（予定）の際に自力で次の生活拠点へ移れない方へのサポート

・社会福祉士が委託契約の範囲でどこまで担うか金沢市と協議しておくこと

・個別支援が必要なケースのスクリーニング（再確認を含めて）

２．あつまらんけ～のと！（金沢福祉用具情報プラザ）

・リピート率が高く、新規参加者が少ない（終期設定について要検討）

・地域支え合いセンターの取組みとして再編成し、実施エリアを拡大（例：地域包

括２０圏域）させるか（コーディネートできる人材確保が必要）

３．石川県地域支え合いセンター金沢

・対象件数に応じた生活支援相談員の人数確保・コーディネート

・支援を必要としているケースをマネジメントできる人材確保が必要
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